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Controlling factors on the fear of negative evaluations from others 
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}ear of negative evaluations from others is known to consist of fears of being negatively evaluated 

by friends， by parents， and by teachers. This study investigates the roles of parental attitudes and 

social experiences in controlling such fears. Fifth-through ninth山gradestudents (N = 350) participated 
in a questionnaire survey. Multiple-group structural equation modeling of the responses was conducted 

to investigate gender differences within a model of the relationships between this fear and its 

controlling factors. The results indicate that the model is applicable for both genders. They also reveal 

that autonomy-granting parenting is negatively correlated v...引hfear of negative evaluations by parents. 

Accordingly， such parenting may be an effective controlling factor against fears of negative evaluations 

from parents. On the other hand， the results also indicate that there were no significant relationships 

between experiences of being accepted by parents， peers or teachers and fears of being negatively 

evaluated by others. Thus， this study failed to illuminate any social experiences that can control the 

fears of being negatively evaluated by others. 
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「他者からの否定的な評価に対ーする心配，および

否定的に評価されるのではないかという予測に対す

る不安の程度 j は 評価懸念 (fearof negative 

evaluation) とIl乎ばれている (Watson& Friend， 

1969， p.449)。児童期後期から青年期前期には， 自

己意識の確立や認知能力の発達を背景に否定的な評

価に対ーする不安が高まると言われており

(Westenberg， Drewes， Goedhart， Siebelink， & 

1 )本研究は第 l著者が平成27年度に筑波大学大学院人間総

合科学研究科に提出した博士論文の一部で-ある。また，

本M究は第481罰日本カウンセリング学会で発表された0

2)所属・東北大学大学院涯学系研究科予Iljj精神iま学寄附

講座

Treffers， 2004)，評価懸念の増加は正常な発達の一

部であると考えられている (Ollendick，King， & 

F rary， 1989)。しかし， このような懸念が極端に強

まった場合，対人不安傾向が高まるほか.ゼ:交不安

鯖害 (socialanxiety disorder) に陥る危険性も平ん

でいる。なお.担:交不安|障害の発症年齢は13歳と報

告されているが (Kessleret al.， 2005; Schneier， 

Johnson， Hornig， Liebowitz， & Weissman， 1992)，診

断以前から人前での過度な緊張や不安が学業J二・対

人関係Jこの困難をもたらすことが知られている(笹:

川他， 2009)。したがって，児童期後期から思春期

を対象に，評価懸念の病理化を未然に|坊ぐ手立てを

解明する必要があると言えるだろう。

ところで，許1[話懸念に隠する先行研究では，評価
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懸念が生じる相手として「誰か」ゃ「他の人Jなど

一般"J守な他者を想定させており，児童・生徒を対象

とした研究では「みんなjなど友人のみを想定させ

ている場合が多い。そこで， [三i倉・演口 (2015)は，

小学校高学年から中学生を対象に，友人，親，教師i

の三者を想定した対象別評価懸念という概念を新た

に導入し不適応問題との関連を検討した。その結

果，対象lJlJ評価懸念ごとに異なる適応指標との関連

が示され，対象虫IJ許1illi懸念は従来の評価懸念よりも

詳細に不適応II:'J題との関連を捉えることができる可

能性が示唆された(臼倉・漬j二1，2015)。

以上を踏まえると， ~;HÎfli懸念ではなく対象別評価

懸念を取りあげて，児童期後期から思春期の子ども

を対象に病理化をi坊ぐ手立てを検討することが有効

であると思われる。それに際して，対象別評価懸念

の形成に寄与する要因を明らかにすることは，予防

的介入の観点からま1]見の蓄積が求められる霊安な研

究領域であると言える。しかし，形成要国に関する

先行研究は対人不安や社交不安障害に関するものが

多く，評価懸念に関する知見は少ない。また，先行

研究では不安傾向を高めるような促進要因に関する

検討が多いが， これらを低減する効果を持つ抑ftjiJ要

因を探る視点も必要であると思われる。なお，

Appleton (2008)は，子どもの不安障害を理解する

ための発達的な観点を整理し 子どもの不安障害は

単一の原閤よって生じるのではなく，発達の過程で

経験される様々な要因によって生じること，学校な

ととの社会的文脈も考慮する必要があること，発症に

関して冊子足や仲間が重要な役割を果たしていること

などを指摘している。つまり，児童期後期から忠春

期にかけての発達的特徴や社会的文脈を考慮した援

数の要因を包括的に取りあげ，これらの要因が対象

別評価懸念に対して抑制的に作mするかどうかを検

討することが求められるだろう。

評価懸念や対人不安，社交不安障害に関する先行

liJjろEで重要性が指摘されている抑制要因の一つが，

殺の養育態度である o McClure & Pine (2006) に

よれば，養育態度は子どもの不安の発達の背景にあ

るメカニズムであると考えられてきた。 Wood，

McLeod， Sigman， Hwang， & Chu (2003) は，子ど

もの表出するネガテイフおな情動を受容するような親

の養育態度は，ネガティブなl育動に耐える機会や試

行錯誤する機会を与えることで子どもの情動調整の

力を育み，不安に対する子どもの敏感性を低減する

と説明している。また， McLeod， Wood， & Weisz 

(2007)は，子どもの不安症状に関する研究のメタ

分析を通して，心理的自律性を尊重する養育態度が

子どもの不安に及ぼす影響の大きさを強調してい

る。心理的自律性の尊重とは，子どもの意見や選択

を奨励し，子ども独自の捉え方を認め，子ども I~I 身

に問題を解決させる養育態度である (Clark& 

Ladd， 2000; McLeod， et a1.， 2007; Whaley， Pinto， & 

Sigman， 1999) 0 iJ-1本.I王!上 (2003) は Iヰ:1学時代

と現在とで、評{illi懸念の高さに変化がないと IITI答した

大学生について，常に自己許制liの基準が他者にあり

続けている状態であると考察しており，他律的な状

態が評価懸念を維持させる一つの要因であると主張

している。伊藤・小玉 (2006) も，何らかの外的な

擾秀さの基準に見合っていたり，対人関係上あるい

は心l村の期待に応えることで得られる|溜伴性自尊感

情 (Deci& Ryan， 1995)が高い場合， Iき尊感情を

確保するために外的基準上で、の達成行動に縛られる

こととなり，自己自身による決定(自律性)が難し

くなると述べている。iJJ本.I王iJ二 (2003) と伊藤・

小玉 (2006)の指J高を踏まえると，心理的自律'Itを

尊重する養育態度は，子とともに自己評価の基準は自

分自身にあることを感じさせ.他者からの評価に左

右されることのない自己の感覚の発達を促すと推察

される。以上のことから，受容的あるいは心理的自

を尊重する養育章、j支は対象別許制懸念と負の関

連を示すことが予想される。なお，養育態度は子ど

もの対人認知の基盤を形作るという点から他の対象

に対する評価懸念にも影響することが考えられるた

め，上記の関連は全ての対象別評価懸念との間に克

られることが予想される。

また，親以外の他者からの受容経験も抑制j要因と

して有効で、あることが指摘されている。友人関係に

おいては，仲間からの受容の不足が後の評価懸念を

予測すること (Teachman& Allen， 2007)，社会的

受容が評価懸念と負の関連を示すこと (LaGreca 

& Stone， 1993)，拒否児や鮮視児といった低い仲間

内地位にいる者の評価懸念が高いこと (LaGreca， 

Dandes， Wick， Shaw， & Stone， 1988; La Greca & 

Lopez， 1998)が明らかにされている。したがって，

友人からの受容経験が「友人に対する評価懸念」と

負の関連を示すことが予想される。

なお，学校場面では，友人だけでなく教郁との関

係も子どもの精神的健鹿ーに影響を与えると考えられ

る。，教師一児童関係においては 教師から自分とい

う存在をそのまま受け入れてもらい尊重されている

と感じられる過去の経験が，教師に対する生徒の信

頼感に正の影響を及ぼすことが明らかにされている

(中井・庄司， 2009)。教師一児童関係における評価

懸念に焦点、を当てた先行研究がなく，教師からの否

定的評価に対する恐れを抑制する具体的な教闘の関

わりに関する知見は乏しいものの教師からの受容
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経験が教師に対する信頼感を促進するという中井・

庄司 (2009)の結果を踏まえると，教11mからの受容

経験が「教f:iIiに対する評価懸念」と負の関連を示す

ことが予想される。

したがって，本研究では対象別評価懸念のjill制要

国を明らかにすることを lヨ的とし養育態度として

受容と心理的 I~I 律性の尊重を，対人経験として友人

および教師からの受容経験を眠りあげ， Figure 1に

示したモデルを検討する。

方法

調査対象者

茨城県内の小学校 5， 6年生112名(5年生53名，

6年生59名;男子58名，女子53名，本|拘 l名)と，

i司県内の中学校 1~3 王子生238~1 (1年生169名， 2 

年生33名， 3年生36名;男子119名，女子117名，不

明 2名)，計350名を対象とした。

調査時期

2014年 5 月 ~9 月に実施した。

諦査内容

1 )性別と学年

2) Iおうちの人J. I家の人Jの選択

両親のいない調査対象者の回答にかかる負担に配

慮し両親に関する項目では「おうちの人J(l:j:1学

生には「家の人jと表記)という表現を採用した。

「おうちの iごいであなたに i番影響を与えている人」

を「お父さん，お母さん，おじいちゃん，おばあちゃ

ん， 自由記述」の選択肢から l人選択するよう求め

た上で，以降の質問で「おうちの人J，I家の人jと

いう言葉が出てきた際には，選択した人物を想定し

て答えるよう教示した。

Figure 1.対象}]Ij評錨懸念と抑制要国との関連の仮説

モデル

3 )対象別 ~'f{ilfi懸念尺度

臼倉・漬口 (2015) が作成した26項目を用いた。

「あてはまる(5点)J ~ Iあてはまらない(l点)J 
の 5件法で回答を求めた。

4) 受容的な養育態度を測定する尺度

Schaefer (1965) のCRPBI(Children's Report on 

Parent Behavior Inventory) の短縮版である

CRPBI-108の日本語版(内海， 2012)の下位因子「受

容 (acceptance)Jを使月3した。“これまでのあなた

に対するおうちの人の態度"について尋ねるために

項目の文末表現を過去形に修正した上で、j有し 1た。 8

項目について， Iよくあてはまる (ιl主)J~ I全く

あてはまらない(1点)Jの 4件法で回答を求めた。

なお，小学生には振り仮名を表記するなど学校段階

に適した表記にしたJ二でj笥いた。

5 )心理的自律性の尊重を測定する尺j支

遠UJ(2005)が作成した殺の威厳ある養育態度尺

度の下位国子 f心理的自律性の尊重jを用いた。 7

項目について， I非常にあてはまる(4点)J~ r全
くあてはまらない(1 }荒川の 4件法で回答を求め

た。なお，本尺度は大学生と専門学校生を対象に，

小学校， 仁中i

評定させるものでで、あるが'項目表現は小学校高学年

と中学生にも理解可能と考え，振り仮名を併記する

など学校段階に適した表記にした上でmいた。

6 )友人からの受容経験を測定する尺度

鈴木・小111(2007)が作成した被受容感尺度をPFJ

いた。れこれまでのあなたの友だちとの関わりの経

験"について尋ねるために，相手を「友だちjと明

記し項目の文末表現を過去形に修正した上で用い

た。 7項目について， Iあてはまる(5点)J~ f-あ

てはまらない(1点)Jの 5件法で回答を求めた。

なお，本尺度は 1:1こ1学生を対象として!?;坊をされた尺度

であり，小学生には振り仮名を表記するなど学校段

階に適した表言己にし t~J二で'.mいた。

7 )教l1iiiからの受容経験を測定する尺度

iヰ:1井・庄司 (2009)が作成した教師との関わり経

験尺度の下位因子「受容経験Jと「承認経験jをm
いた。討'10項目について， Iかなりある(4点)J ~ 

「まったくないけ点)Jの 4i~1二法で、回答を求めた。

なお，本尺}支は中学生を対象として開発された尺度

であり，小学生には振り仮名を表記するなど学校段

階に適した表記にした上で、用いた。

実施手続き

各学校の学校長に依頼し承諾を得た学級に対し

て燕記名式の質1'&lJ紙調査を集団で実施した。なお守

本研究は，第 2著者が所属する教員組織の研究信組
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委員会の承認を得て実施された。

結果

各尺度の信頼性の確認

各尺度の内的一葉性を研g認するため， Cronbach 

のα係数を算出した。その結果，対象日Ij評信[j懸念尺

度全体は .94，i友人に対する評価懸念」は .90. i親
に対する許婚懸念jは .86，i教師に対ーする許制懸念」

は .88であった。養育態度の「受容jは .91，i心理

的自律性の尊重Jは .65であった。さらに，対人経

験の f友人からの受容経験」は .92，i教師からの受

容経験」は .91であった。

養育態度および、対人経験を測定する尺度について

は，中学生や大学生j刊に開発されたものを小学生に

も適用したため，基礎統計量，尖 j支・歪度，

Cronbachのα係数を学校段階目立に検討した (Table

1)0 i受容J. i友人からの受容経験J.i教師からの

受容経験jについては小・中学生で変わらず尺j支の

内的一賞性の高さが砧認されたが，養育態度の「心

理的自律性の尊重jのみ Cronbachのα係数が小学

生は .58. 中学生は .68と低い値となった。そこで¥

小学生と中学生それぞれについて「心理的自律性の

尊重jの度数分布の確認を行った。分布の形状に関

して尖度と歪度を確認したところ，小・中学生とも

に正規分布の基準となる Oから大きく議離する値で

はなかったことから 本研究では「心理的自律性の

尊重」を以降の分析でも用いることとした。

各下位尺震の基礎統計および尺度陪椙関

各下位F(J支における性別ごとの基礎統計量および

平均値の性差に関する t検定の結果を Table2に示す。

対象日u評価懸念尺度では「友人に対する評価懸

念J(t (323) = 5.70，戸く.001) および「教師に対ーする

許制懸念J(t(313) = 2.79， Pく.01)で有意な性差が

見られ，女子の方が男子よりも得点が高かった。養

育態度では「受容jで有意な性差が見られ (t(331)

=2.33，ρく.05)，女子の方が男子よりも得点が高

かった。対人経験ではいずれも有意な性差は見られ

なかった。

続いて，男女別に各尺j支問の相関係数を求めた

(1able 3)。対象加評価懸念と養育態度との相関に

ついては，男子でのみ「殺に対する評価懸念Jと「心

理的自律性の尊重jとの間に r=-.19 (戸く.05) の

有意な負の相関が克られた。対-象百IJ評価懸念と対人

経験との栂1#1については，女子でのみ「友人に対す

る評価懸念jと「友人からの受容経験jとの間に r

=ー.19(戸く.05) の有意な負の相関が見られた。

Table 1 

養育態度および対人経験に関する下位因子の基礎統計量，尖!支および歪!支， α{系数

小学生 仁1::1学生

M SD 歪!支 α M SD α 

23.02 5.84 -0.66 -0.47 .89 21.66 6.35 -0.53 0.34 .92 

心理的自律性の尊重 20.86 3.24 -0.08 -0.05 .58 21.11 3.50 1.11 -0.58 .68 

友人からの受容経験 26.08 7.05 0.07 -0.84 .92 26.14 6.23 0.72 -0.83 .92 

教師からの受容経験 26.97 6.52 -0.52 0.11 .90 22.94 6.75 -0.42 0.10 .91 

lable 2 

各下位尺度における性別ごとの基礎統計量およびt検定結果

女子
t値

η M SD n M SD 

対象J]iJ評備懸念 友入に対する評価懸念 163 19.52 (9.08) 162 25.04 (8.35) 5.70*キ*

親に対する評価懸念 168 17.79 (7.90) 166 18.34 (7.66) 0.64 

教師に対する評価懸念 153 18.41 (8.07) 162 20.98 (8.27) 2.79キ水

養育態度 ~ζ:~三K子 169 21.28 (6.20) 164 22.86 (6.13) 2.33* 

心理的自律性の尊重 170 20.81 (3.48) 162 21.22 (3.31) 1.10 

対人総験 友人からの受容経験 168 25.51 (6.62) 166 26.66 (6.31) 1.63 

教締からの受容経験 166 24.45 (7.06) 164 23.79 (6.73) -0.9 

***戸く.001，村戸く.01，村pく.05
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対象別評価懸念の抑制要国に関するモデルの検討

Figure 1に示した仮説モデルを想定し，男女別に

共分散措造分析を行った。男子におけるモデルの適

合度は， X
2 
(4) = 5，55， T = .24. GFI = .99， AGFI 

= .92. CFI = 1.00. RMSEA = .06であった。女子に

おけるモデルの適合度指数は. X
2
(4) =5.95.戸

= .20， GFI = .99. AGFI = .92. CFI = .99. RMSEA 

=.06であった。

まず，男女i品jで等位11fl]約のないモデル 1について

多母集i王l同時分析を行った。その結果. I友人から

の受容経験Jと「友人に対する許制懸念」との開の

パスで性差が有意となったが.男子は .11.女子

は一 .08であり. 5 %~0.1%水準で、はいずれのパス

係数も有意とはならなかった。続いて，性差が見ら

れたこのパラメータに等値制約を置いたモデル 2に

ついて多母集団同時分析を行い，モデル]との比較

を行った ('lable4)。その結果，全ての適合度指標

においてモデル lの方が良好な億であったため，等

値市IJ約を置かないモデル 1が採用された。ただし，

モデル114]で適合度指標の値に大きな差異は見られな

かったことから，性差は局所的なものに留まり.男

女とも同じモデルが適用可能であると=l'IJ断した。最

終的なモデルを Figure2に示す。

パス係数が有意となったのは，養育態度の「心程

的自律性の尊重」と「親に対ーする許1iUi懸念」との!習
のパスのみであった。男子は一.28(戸く.01). 女子

は一.21(戸く.05)の有意な負のパス係数が認められた。

考 察

本研究では，対象別評飾懸念の抑制j要因として養

育態度と対人経験を取りあげ，これらの要因と対象

別評価懸念との関連の株相を明らかにするために性

別による多母集団同時分析を行った。その結果，男

女とも子どもの心理的自律性を尊重する親の養育態

度が「親に対する評価懸念jをiJllllfljする方向で作用

することカf明らかとなった。

思春期早期への移行期は.子ども自身の主体性の

要求と荷親からの自立という社会的要請がぶつかる

発達的局面であり，この時期に親の侵入性を低めて

自律性の尊重を高めることが，子どもの不安の問題

に対して効果的であるという (McLeod，Wood， & 

Anvy， 2011)。また. Wood et a1. (2003) は，年齢

相応の自立や主体性が親に妨け、られることで子ども

は知力感や不安を感じるようになり，殺の手助けーに

よって不安が-11寺的に低減される経験を重ねること

で親からの分離に関する不安が発展する可能性を指

摘している。本研究では，心理的自律性の尊重と有

意な負の関連が見られたのは「殺に対ーする評{illi懸

念Jのみであった。先輩期後期から思春期における

殺による子どもの心理的自律性の尊重の有無は，年

齢不相応な親子11Jjの依存関係の問題を苧んでいるた

lable 3 

各尺度 111}の相関係数

i 友人に対する評価懸念(男子 11 1臼，女子 11= 162) 

2. 親に対する評価懸念(男子 η =168，女子 η =166) 

3 教師に対する評価懸念(男子 11= 153，女子 η =162) 

4. 受容(男子 n= 169，女子 n 164) 

5. 心理的自律性の尊重(男子 η=170，女子 11= 162) 

6. 友人からの受容経験(男子η=168，女子 n= 166) 

7. 教師からの受容経験(男子η=166，女子}1=164) 

*キキpく.001，*木戸く.01，*p<.05 

.54 * *本

.66* *水

一.03

一.12

一.19本

一.16

右上に男子の相関係数，左下に女子の相関係数を示す

2 

.68* * * 

.75*ホ *

.01 

一.15

一.12

.04 

3 4 5 

.79*** -.01 一.07

.76* * * 

.11 

-.05 

.05 

.05 

.02 一.19キ

.03 一.09
.44**業

.58*業率

.49中本学 .37指*本

.44*ネキ .22* * 

先頭行に記した 1から 7の番号は，先頭ylJに記載した尺度名に付した番号と対応している

lから 3は対象別許制懸念， 4と5は養育態度， 6と7は対人経験に関する尺j支である

lable 4 
多母集団伺11寺分析における各モデルの適合度

6 

.02 

.02 

.06 

.29*格率

.28*本*

.30* * * 

X 
2 

df 戸 GFI AGFI CFI RMSEA 

モデル 1(11fl峠1]なし) 11.495 8 0.175 0.988 0.916 0.994 0.041 

モデル 2(制約あり) 15.767 9 0.072 0.984 0.898 0.989 0.053 

7 

.11 

一.01

.06 

.37本*ネ

.20水*本

.32*本市

AIC 

107.495 

109.767 
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i 受容 | 

③ 

函仁1"の数値は、男子/女子の}I阪に記載した(男子刀工128、女子 n=139)

有意なパスのみ表示し、誤差と共分散は一部省略して示した

事事pく.01， 半pく.05

説明変数問の相関

友人経験・教例経験却1.30 教師経験・受$;'.41/.4ベ

基準変数/Ii'Jの+1:11お
①‘67 (.53 

友人経験・受容 251ュ47 教自iji経験・自体tl.26/.24 ②.74/.76 

友人絞i鉄・ i主体性 .31/.36 受容・自律性 48/.58 ③.79/.65 

Figure 2 対象別評価懸念と抑制要因との関連(多母集団!司11寺分析)

め.友人や教師といった社会的な対人関係における

評価懸念とは関連を示さなかったと推察される。

なお，対象別評価懸念と友人や教師からの受容経

験との関連については，相関分析において有意な相

関は見られず，多母集i宝同時分析においても有意な

パスは認められなかった。つまり，本研究では，友

人や教師から受容される経験は対象別評価懸念の低

減と関連があるという結果は示されなかった。欧米

の先行研究では，評価懸念と社会的受容との照の負

の関係牲が示されてきたが (LaGreca & Stone， 

1993; Teachman & Allen， 2007)，なぜ、本研究ではi可

様の傾向が見いだされなかったのだろうか。他者か

らどう思われているかを気にする傾向が強い子ども

の場合，これまで孤立あるいは拒絶されることな

く，ある程度の社会的受容を経験していたとして

も，いつ自分がイr1Jl南外れにされるかも分からないと

いう恐れを常に抱いている可能性が考えられる。本

邦では，上記の傾向が欧米と比して強いのではない

だろうか。ある文化において暗黙の内に共有されて

いる人々の思考，感情，社会的行動に関する通念と

される文化的自己WIにおいては，独立し他者から切

り離した自己を重視する相互独立的自己観は西洋文

化に，他者と相互に協調・依存した自己を重視する

相互協調的自己観は日本を含む東洋文化に特有であ

ると考えられている(北山・唐津， 1995)。また，

他者へ再開することで個の成長が途絶えることが西

洋における文化的悪夢であるのに対して， 日本人に

おける文化的悪夢は他者から切り離されることであ

ると言われている (Plath，1980井上・杉野自訳

1985)。よ記のような文化的背景の違いを考躍する

と，本邦では受容経験の有択にかかわらず常に排除

される恐れを抱きやすいため，他者から受容された

という対人経験は，対象別評価î~\ぎ念を低減する程の

効果を持たなかったと推察される。なお，渡部・新

井.1賓口 (2012) は，中学生における親の期待につ

いて，期待を感じている程度に関わらず，最終的に

子どもがどのように期待を受け止めているのかとい

うことが適応において最も霊安であると主張してい

る。子どもが親の期待を積極的に受け止める場合に

は自己価値が促進されるのに対し，親の期待に対し

て負担j惑を抱いたり ?i'J[の失望を回避しようとする

場合には，子どもの自己信li値を低め曾開うつ・不安

!惑を高めるなど不適応を促進するという(渡部他，

2012) 0 iJ..I本・|丑上 (2003) は大学生の自伝的記憶

を用いた半締造化面接において，評価懸念を低減す

る経験として承認される経験や理解される経験が重

要であることを示した一方で，一見類似した出来事

が承認される経験として個人の中に位置づいている

場合もあれば，逆に懸念を高めるきっかけとなって

いる場合もあることを指摘している。したがって曾

他者から受容された経験の程度よりも，その受容経

験を本人がどのように受け止めているかということ

を取りあげることで¥対象別評価懸念の低減に作用

する受容経験をより詳細に明らかにすることができ

るかもしれない。

また，殺の受容的な養育態度も，対象別評価懸念

との問に有意な負の関連が認められなかった。この

点に関しては，養育態度の組み合わせの問題が影響

ヒている可能性がある。例えば， Workman (2009) 

は，養育態度における温かさの低さ・と統fI!lJの高さの
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組み合わせである養護なき統制 (affectionless

control， Parker， 1984)が子どもの不安を高めるとし

ている。また， McLeod et al. (2007)では，拒絶の

下位次元の養育態度である「温かさの低さjの標準

化された効果量が .06と他の養育態度の下位次元と

比べて小さいことが明らかにされている。つまり，

受容的な養育態度が単体で子どもの対象~Ij評価懸念

に及ぼす影響は小さく，そのため本研究で、は有意な

負の関連が見られなかったと考えられる。

最後に，本研究で得られた知見と今後の課題につ

いて述べる D 子どもの心理的自律性を尊重する

態度が対象号iJ評価懸念の低減に有効であることが示

されたことは，対象JJIj評価懸念の予li:;Jj的介入に関す

るま1]見の蓄積の-DJJとなるものである。 児童期に

は，友人関係とともに親にも依存している状態であ

るが(図枝・古橋， 2006)，青年期前期には，児童

期のj主想化された親イメージが崩壊するとともにJ見

実の親を批判し親への心理的依存性からの離脱が

進む(岡本・」二地， 1999)。したがって， この時j討

に殺が子ととも自身の力で解決可能な課題に仁!出しゃ

手出しをせず，子どもの決|析を尊重する姿勢を取る

ことが対象日!J評価懸念の病理化を|坊ぐ対策のーっと

なり得ると思われる。

しかし，あくまで、その効呆が見られるのは「親に

対する評価懸念jのみであった。さらに，友人関係

や教師一児童関係に関して，対象y;1j評価懸念のjJllf]Jlj

に有効な安i習を特定することはできなかった。今回

収りあげた抑制要IEIの対象加評価懸念に対ーする説明

率は 2%~6% と値が小さかったことから，今後は

本研究では扱うことができなかったその他の要因の

検討や，被受容経験の「程度Jではなく「質jに着

目した検討などが求められると言えるだろう。!日

に.子どもの不安1産害は単一の原因よって生じるの

ではなく.学校なとごの社会的文)J]Rも考慮する必要が

あること (Appleton，2008)，社会的な相互作月3や評

価場面でのネガティブな経験が不安に関連する問題

の契十幾となること (Kearney，2005; Morr芯， 2001) 

を踏まえると，裁の養育態度のみを問題とするので

はなく，友人や教師などより幅広い問|週の人々の関

わりにも焦点を当てて，対象別評僻懸念に対する効

果的な介入のあり方を考えていくことが望ましいと

忠われる。
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